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くれる支援を包含する文言のある項目を6 項目抽出した。その 6 項目より「普段からあなたの気持
ちをよく理解し，あなたの存在のすべてを認めてくれる」「あなたがする話にはいつも耳を傾けてく
れ，いろいろとアドバイスをしてくれる」の 2 項目を作問した。サポ トー源を一人親，一人っ子に配慮
し「家族からのサポ トー」，「友人からのサポ トー」，「先生からのサポ トー」とし，それぞれのサポ トー









答，白紙の回答を分析対象から除外した。最終的に 307 名（男子 176 名，女子 131 名，平均年
齢は 19.20 歳（SD=1.14））の回答を分析対象とした。アスリー ト大学生は 118 名，18 歳が 22 名，
19 歳が 44 名，20 歳が 28 名，21 歳が 24 名，平均年齢は 19.46 歳（SD=1.018），男子 81 名，




　AQ合計得点の平均値は 3.69 （SD＝2.06）であり，最小値 0，最大値 9 であった。アスリー ト
大学生（n=118）の平均値は 3.83, 標準偏差は 2.10, 最小値 0，最大値 9 であった。カットオフポイ
ント以上の得点者は 16 人であった。非アスリー ト大学生（n=189）の平均値は 3.60, 標準偏差は
2.03，最小値 0，最大値 9 であった。カットオフポイント以上の得点者は 20 人であった。






い数値であった。先行研究（益子，2013）を参考に，7 項目を1 因子とした場合と第 4 項目「他人
と自分を比べて落ち込むことが多い」を除外し 6 項目を1 因子とした場合の α係数を比較したとこ
ろ除外した場合の方が，α係数が高まることが示されたため本研究においては 6 項目を採用した。




積寄与率 86.94％であった。第 1 因子はサポ トー源が先生であることから「先生サポ トー」，第
2 因子はサポ トー源が家族であることから「家族サポ トー」，第 3 因子はサポ トー源が友人であ
ることから「友人サポ トー」と命名した。「先生サポ トー」のクロンバックのα係数は，.95，「家族サ
ポ トー」のクロンバックのα係数は，.91，友人サポ トーのクロンバックのα係数は，.91 であった。
Amos24.0 による確認的因子分析の結果，適合度指標はx2 =12.876,df=6,p=.045,GFI=.986, 
AGFI=.950,RMSEA=.061,CFI=.995 ,AIC=42.876となり3 因子構造が確認された。












者は存在すると考えられた。そこで，AQリスクの程度の群別を307 名の平均値 3.69 （SD＝2.06）
より少ない群：AQ低群 （n=158），平均値 3.69より多くカットオフポイント7より少ない群：AQ中群 
（n=113），カットオフポイント7 以上：AQ高群 （n=36））に群別した。さらにその各群についてアス





の記述統計量及び，各変数間のピアソンの積率相関係数，α係数を表 1 に示した。アスリー ト大
学生において本来感と各変数との間に見られた有意な相関は，ER（r  =.58，p <.01），自己効力感
（r  =.45，p <.01），家族サポ トー（r＝.30， p  <.01），友人サポ トー（r=.34，p<.01）であった。ERと各
変数との間に見られた有意な相関は，自己効力感（r  =.44，p <.01）,家族サポ トー（r＝.20，p <.05），
友人サポ トー（r＝.26，p <.01），先生サポ トー（r＝.21，p <.05）であった。自自己効力感と先生サポー
トとの間に有意な相関が見られた（r＝.22，p <.05）。家族サポ トーと友人サポ トー，先生サポ トーと
の間に有意な相関が見られた（r＝.56，p＜.01），（r＝.50，p <.01）。友人サポ トーと先生サポ トーと
の間に有意な相関が見られた（r＝.33，p <.01）。
　非アスリー ト大学生において本来感と各変数との間に見られた有意な相関は，ER(r  =.56， p  
<.01），自己効力感(r  =.41， p  <.01）,家族サポ トー(r＝.27， p  <.01），友人サポ トー(r＝.30，p <.01），
先生サポ トー（r＝.19，p <.01）であった。ERと各変数との間に見られた有意な相関は，自己効力
感（r  =.46，p <.01）,家族サポ トー（r＝.21， p  <.01），友人サポ トー（r＝.37，p <.01），先生サポ トー（r
＝.27，p <.01）であった。自己効力感と友人サポ トー，先生サポ トーとの間に有意な相関が見られた
（r＝.22，p <.05），（r＝.28，p <.01）。家族サポ トーと友人サポ トー，先生サポ トーとの間に有意な相
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有意であり（F（2,301）=7.77，p <.01），低群が高群より高く（p <.01）,中群が高群より高かった（p 
<.05）。AQ値における学生種の単純主効果が有意であり（F（1,301）=8.73，p <.01）, アスリー ト大
学生の方が非アスリー ト大学生より高かった（p <.01）（図 3）。
　家族サポ トーにおいては，学生種, AQ値の主効果がともに有意ではなかった（F（1,301）=2.02，
n.s.），（F（2,301）=1.62，n.s.）。交互作用は有意ではなかった（F（2,301）=0.63，n.s.）（図４）。




の単純主効果が有意であり（F（1,301）=8.17，p <.01），アスリー ト大学生の友人サポ トー得点が高
かった。AQ値高群の単純主効果が有意であり（F（1,301）=7.39，p <.05），アスリー ト大学生の友人
サポ トー得点が高かった（図 5）。






















致する。また，本来感得点がAQ値 3 水準別の比較においてもアスリー ト大学生の方が，3 水準
すべてにおいて有意に高い得点を有していた。このことは，ASDリスクの高いアスリー ト大学生は，














































　先生サポ トーにおいては，アスリー ト大学生と非アスリー ト大学生の間に有意な交互作用が認め
られ，アスリー ト大学生の方が有意に高い得点であったことは，アスリー ト大学生の方が，非アス
リー ト大学生より，先生サポ トーをより享受していると感じていた。さらに，AQ値すべての水準にお
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2） 親回答の対人応答性尺度（Social Responsiveness Scale: SRS）
3） スポーツ競技を続けていくことに自己の存在価値を見出すことで得るアイデンティティを本稿ではスポー
ツマン的アイデンティティと定義する。
4） 親回答の対人応答性尺度（Social Responsiveness Scale: SRS）
